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栗山川
鮭回帰南限の川

2010 ゆめ半島千葉国体
カヌー競技（正式競技）の開催場所に

　2010年（平成22年）に、千葉県で行
われる第65回国民体育大会「ゆめ半島
千葉国体」では栗山川がカヌー競技の
開催場所になります。
　本市では、正式競技のハンドボール

（少年男子）、ボート（全種別）ととも
にカヌー（スラロームレーシング・ワ
イルドウォーターレーシング）が行わ
れます。普段は穏やかな栗山川ですが
国体開催時は、人工的に急流を造り熱
き戦いの舞台となります。

　

川
は
、
そ
の
流
域
に
大
き
な

恵
み
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
、
か
け
が
え
の
な
い
香
取
市

を
流
れ
る
川
と
そ
の
周
辺
を
再

発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
﹁
か
と
り

の
川
﹂。
第
1
回
目
は
、
栗
山

川
を
紹
介
し
ま
す
。

　

約
1
万
年
前
、
海
で
あ
っ
た

栗
山
川
流
域
。
そ
の
後
、
海
底

の
隆
起
に
よ
っ
て
陸
と
な
り
低

地
に
誕
生
し
た
栗
山
川
。
流
路

延
長 

38
・
8
㎞
、
流
域
面
積 

2
9
2
・
3
㎢
。
香
取
市
、
成

田
市
、
匝
瑳
市
、
旭
市
、
多
古

町
、
芝
山
町
、
山
武
市
、
横
芝

光
町
の
5
市
3
町
に
ま
た
が
る

こ
の
川
は
、
流
域
の
穀
倉
地
帯

に
大
き
な
恵
み
を
与
え
て
き
ま

し
た
。

　

古
く
か
ら
農
業
用
水
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
両

総
用
水
と
房
総
導
水
路
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
原
の
﹁
両

総
用
水
第
1
揚
水
機
場
﹂
で
取

水
し
た
利
根
川
の
水
を
九
十
九

里
平
野
南
部
の
地
域
に
農
業
用

水
と
し
て
供
給
し
て
い
る
ほ

　

栗
源
区
事
務
所
の
近
く
に

は
、
栗
山
川
の
支
流
に
面
し
た

「
栗
山
川
ふ
れ
あ
い
の
里
公
園
」

が
あ
り
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、
は
だ
し
健
康

の
道
、
遊
具
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
、
芝
生
広
場
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
が
あ
り
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

は
だ
し
健
康
の
道
は
、
幅
1

ｍ
、
1
周
35
ｍ
の
コ
ー
ス
に
、

大
小
の
石
や
擬
木
、
足
形
の
反

射
ボ
ー
ド
が
あ
り
、
こ
の
上
を

は
だ
し
で
歩
く
こ
と
で
足
う
ら

の
ツ
ボ
を
刺
激
し
「
こ
こ
ろ
」

や
「
か
ら
だ
」
の
健
康
に
良
い

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

公
園
に
隣
接
す
る
川
に
は
、

親
水
デ
ッ
キ
と
踏
み
石
が
設
置

さ
れ
、
川
に
い
る
大
き
な
錦
鯉

な
ど
と
一
緒
に
水
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
園
内
に
そ
び
え
立
つ

高
さ
6
メ
ー
ト
ル
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
「
集
い
」
の
壁
面
に
は
、

平
成
6
年
の
オ
ー
プ
ン
時
に
栗

源
町
民
5
5
4
3
人
が
1
枚

ず
つ
夢
や
希
望
を
込
め
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
陶
板
が
は
め

込
ま
れ
て
い
て
公
園
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
12
月
の
第
1
日
曜
日
（
今

年
は
、
12
月
2
日
）
に
行
わ
れ
る

山
倉
の
鮭
祭
り
。

　

栗
山
川
の
鮭
を
龍
宮
か
ら
来
た

も
の
と
し
て
神
前
に
献
上
し
ま

す
。
こ
の
鮭
は
「
病
気
や
災
い
を

サ
ケ
る
」
と
い
わ
れ
、
前
日
の
白

川
流
包
丁
式
の
神
事
で
小
さ
く
切

ら
れ
た
鮭
を
守
り
札
と
し
て
、
祭

り
当
日
に
参
詣
客
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
祭
に
は
古
式
豊
か
な
行
列
が

組
ま
れ
、
厳
か
に
祭
儀
が
執
行
さ

れ
ま
す
。
参
道
に
は
露
店
が
並
ぶ

ほ
か
、
山
車
巡
行
や
神
輿
の
渡
御

も
あ
り
、
多
く
の
参
詣
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

栗
山
川
ふ
れ
あ
い
の
里
公
園
︵
岩
部
︶

山
倉
の
鮭
祭
り

︵
山
倉
大
神
︶

か
、
大
多
喜
ダ
ム
ま
で
送
り
、

水
の
不
足
し
て
い
た
南
房
総
方

面
に
水
道
水
を
供
給
す
る
な
ど

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
鮭
が
回
帰

す
る
南
限
の
河
川
の
ひ
と
つ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元

小
学
生
な
ど
に
よ
る
鮭
の
稚
魚

の
放
流
や
栗
山
川
の
魚
道
整
備

が
進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
時
期
は
栗
山
川
に
帰
っ
て

き
た
鮭
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

10月28日に栗山川特設コースで行われた千葉県民体育大会のカヌー競技

▲千葉県カヌースラローム大会の様子

▲

昨
年
の
鮭
祭
り
の
様
子

▲

山
型
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ロ
ー
プ
で

　

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

▲

公
園
の
シ
ン
ボ
ル
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
「
集
い
」

人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市
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空き店舗の
利用に補助
元気な商店街づくりへ

～油断せず　いつも心に　初心者マーク～
～危ないよ　わたれるつもりの　その横断～

’08　January-13　　　

in 香取市民体育館

成人式は

1月13日㈰
香取市民体育館で
　

市
で
は
、
成
人
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　

今
回
成
人
式
を
迎
え
る
の
は

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

63
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
に
は
、
招
待
状
を
12

月
上
旬
に
送
り
ま
す
。

■
日
時　

平
成
20
年
1
月
13
日

㈰　

受
付
9
時
50
分　

式
典
10

時
30
分
〜

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

※
就
職
や
進
学
の
た
め
に
転
出

し
市
内
に
住
民
登
録
の
な
い
人

が
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

※
当
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場
は

で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
（50）
1
2
2
4

小
生
涯
学
習
課
☎

（80）
1
1
0
0

山
教
育
課　
　

☎
（78）
4
4
3
1

栗
教
育
課　
　

☎
(75)�
2 
1�
1�
7

新
成
人
を
対
象
に

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

成
人
式
典
当
日
、
新
成
人
を

対
象
に
市
長
と
「
未
来
の
香
取

市
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の

皆
さ
ん
、
市
長
と
未
来
の
香
取

市
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
か
と
り
1

月
1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
20
年
1
月
13
日

㈰　

9
時
〜
10
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課　

☎
(50)
1
2
0
4

成
人
式
式
典
会
場

（
香
取
市
民
体
育
館
）

佐原中央図書館
佐原文化会館
佐原中央図書館
佐原文化会館

佐原中央公民館

至潮来

至銚子

至成田

市役所

ＪＲ佐原駅

寺田橋脇

佐原駅入口

国道356号線

国
道
51
号
線

　市では、活力と魅力ある商店街づくりを推進
するため、空き店舗を利用して営業を開始する
事業主に対して、経費の一部を補助します。

対象となる店舗

　既存商店街の空き店舗を活用し、次のいずれ
かの業種です。

○小売業　○卸売業　○飲食業　○サービス業 

補助対象者

○対象店舗を出店した後、₁年以上の間継続し
て営業できる人
○空き店舗の所有者と同一世帯または生計を同
じにしていない人
○昼間の営業ができる人 

補助対象経費

○月額家賃補助…出店月から12カ月

○改装工事費補助…新規出店時の改装にかかる
工事費 

補助金の額

○月額家賃補助…月々の店舗賃借料の1/3以内
で₂万円を限度

○改装工事費補助…改装工事費の1/3以内で20
万円を限度。ただし、市外に居住する人が本市
に転入して、この事業を行う場合には、25万円
を限度とする 
※これらの条件にかかわらず、趣旨に照らし不
適当と認められる事業については、補助できな
い場合があります 
※申請される人は、事業開始前に必ずご相談く
ださい

問い合わせ　商工観光課　(50)1212

みご ガ エ ルの こ と か ん

　

冬
の
交
通
安
全
運
動
が
12
月

10
日
㈪
か
ら
31
日
㈪
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

年
末
は
、
交
通
量
が
増
え
事

故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
目
標

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
増
え

ま
す
。
重
大
な
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
飲
酒

運
転
の
危
険
性
を
職
場
、
家
庭

な
ど
で
話
し
合
い
、
地
域
全
体

で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

冬
は
日
照
時
間
が
短
く
な
る

た
め
、
交
通
事
故
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者

は
道
路
を
横
断
す
る
と
き
の
事

故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
運
転
を
す
る
人
は
高
齢
者

の
動
き
に
注
意
を
払
い
、
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

　

歩
行
中
や
自
転
車
乗
車
中
の

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
夜

間
の
外
出
は
目
立
つ
色
の
服
装

や
反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
自
転
車
の
ラ
イ
ト

は
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課　

☎
（50）
1
2
4
8

12
月
10
日
㈪
～
31
日
㈪　

冬
の
交
通
安
全
運
動

大
掃
除
はお早

め
に
！

　

年
末
年
始
は
、
ご
み
の
排
出

量
が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
ご
み
集
積
所

へ
出
さ
れ
る
ご
み
だ
け
で
は
な

く
、
処
理
施
設
（
伊
地
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
清
掃

工
場
）
へ
持
ち
込
ま
れ
る
ご
み

も
増
大
し
、
ご
み
を
自
己
搬
入

さ
れ
た
場
合
の
待
ち
時
間
も
長

く
な
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
業
務
を
円
滑
に
実

施
す
る
た
め
に
年
末
の
大
掃
除

は
、で
き
る
だ
け
早
め
に
行
い
、

ご
み
の
排
出
は
、
年
末
の
収
集

業
務
終
了
日
間
際
に
な
ら
な
い

よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
」

を
守
っ
て
収
集
日
以
外
の
日
に

は
、
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

ご
み
の
分
別
を

再
チ
ェ
ッ
ク
！

︻
可
燃
ご
み
︼

◎
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
し
て

あ
り
ま
す
か
？

◎
資
源
物
（
雑
誌
・
広
告
・
紙

箱
・
紙
袋
・
衣
類
）
が
入
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

前
に
、
も
う
一
度
、
ご
み
袋
の

中
身
を
確
認
し
、
ご
み
の
分
別

を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ご
み
の
減
量
や
再
資
源
化

で
き
る
ご
み
の
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
再

資
源
化
を
目
的
に
町
内
会
、
子

ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の
他
団
体

が
行
う
再
資
源
化
物
（
紙
類
、

繊
維
類
）
回
収
活
動
に
対
し
、

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

（
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
）

︻
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
︼

◎
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
、
取

り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
の
徹
底
と
資
源
の
有
効

利
用
を
目
的
に
、
10
月
か
ら
幼

稚
園
・
小
中
学
校
の
ご
協
力
に

よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

回
収
運
動
を
実
施
し
て
お
り
、

キ
ャ
ッ
プ
が
順
調
に
回
収
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
に
参
加

い
た
だ
け
る
人
は
、
お
手
数
で

す
が
市
役
所
ま
た
は
各
区
事
務

所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
キ
ャ
ッ

プ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

環
境
安
全
課　

☎
(50)
1
2
4
8

効
率
的
な
ご
み
処
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

名　　称
（開設場所）

定員

佐原児童クラブ
（佐原小学校内） 60人

瑞穂児童クラブ
（瑞穂小学校内） 25人

小見川中央児童クラブ
（小見川中央小学校内） 30人

小見川北児童クラブ
（小見川北小学校） 30人

山田児童クラブ
（山田児童館内） 30人

栗源児童クラブ
（栗源保育所内） 30人

平成20年度入所受付のご案内

〜
31
日
㈭
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

栗
源
児
童
ク
ラ
ブ
（
栗
源

保
育
所
内
）
を
希
望
す
る
人

は
直
接
、
栗
源
保
育
所
（
☎

（75）
2
4
4
6
）
に
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
。

保
育
時
間

　

授
業
の
あ
る
日
は
授
業
終

了
後
か
ら
18
時
ま
で
。
授
業

の
な
い
日
は
8
時
30
分
か
ら

18
時
ま
で
。休
日
は
日
曜
日
、

祝
休
日
、
年
末
年
始
、
お
盆

※
土
曜
日
が
休
日
と
な
る
児

童
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
各
区
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い保

育
料

月
額
6
0
0
0
円
、

8
月
の
み
1
0
0
0
0
円

（
お
や
つ
代
別
）

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
☎
(50)
1
2
5
7

小
健
康
福
祉
課☎

(82)
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課☎

(78)
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課☎

(75)
3
0
0
0

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
を
希
望
す
る

児
童
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

対
象
児
童

　

放
課
後
帰
宅
し
て
も
、
共

働
き
な
ど
で
保
護
者
の
い
な

い
小
学
校
1
〜
3
年
生
の
児

童
。

手
続
き

　

平
成
20
年
1
月
7
日
㈪
か

ら
児
童
家
庭
課
お
よ
び
区
事

務
所
健
康
福
祉
課
で
入
所
申

請
書
と
在
職
証
明
書
を
配
布

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
平
成
20
年
1
月
21
日
㈪

　

償
却
資
産
と
は
土
地
、
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
で
、
減
価

償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
費
が

法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の

所
得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

地
方
税
法
第
3
8
3
条
の
規

定
に
よ
り
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
香
取
市
内
に
償
却
資
産
を
所

有
さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
償

却
資
産
の
内
容
（
取
得
年
月
・

取
得
価
額
・
耐
用
年
数
等
）
に

つ
い
て
、
平
成
20
年
1
月
31
日

㈭
ま
で
に
市
役
所
へ
償
却
資
産

申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
務
課
か
ら
償
却
資
産
の
申

告
書
な
ど
を
毎
年
12
月
中
旬
頃

に
前
年
実
績
な
ど
を
基
礎
と
し

て
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
新
規

取
得
の
人
な
ど
は
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
お

手
数
で
す
が
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
は
郵
送
す
る

か
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
（50）
1
2
4
2

　

人
権
上
の
問
題
や
悩
み
ご

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
人
権
擁
護
委
員
に
、
小
林

誠
之
さ
ん
、
小
倉
眞
一
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
間
は
だ
れ
で
も
基
本
的

人
権
を
も
っ
て
い
ま
す
。
人小林誠

のぶゆき

之さん
（府馬）

小倉眞
しんいち

一さん
（磯山）

　

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
納

税
者
が
不
幸
に
し
て
災
害
を
受

け
た
り
、
退
職
や
病
気
、
事
業

不
振
な
ど
で
納
期
内
の
納
付
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
納
め
る
時
期
を
遅
ら
せ
た

り
、
分
割
し
て
納
付
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

税
金
の
期
限
内
納
付
が
困
難
な
と
き
は

…
相
談
く
だ
さ
い
。

お
り
で
す
。

●
市
民
税

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

保
護
を
受
け
る
人

②
当
該
年
に
お
い
て
所
得
が
皆

無
と
な
っ
た
た
め
生
活
が
著
し

く
困
難
と
な
っ
た
人
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
人

③
学
生
お
よ
び
生
徒

④
民
法
第
34
条
の
公
益
法
人
お

よ
び
地
方
自
治
法
第
2
6
0
条

の
2
に
規
定
さ
れ
る
地
縁
に
よ

る
団
体

●
固
定
資
産
税

①
貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公

私
の
扶
助
を
受
け
る
人
の
所
有

す
る
固
定
資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
固
定
資
産
（
有
料
で
使
用
す

る
も
の
を
除
く
）

③
市
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
わ

た
る
災
害
ま
た
は
天
候
の
不
順

に
よ
り
、
著
し
く
価
値
を
減
じ

た
固
定
資
産

●
軽
自
動
車
税

①
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る

も
の
と
認
め
る
軽
自
動
車
な
ど

②
身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障

害
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

問
い
合
わ
せ

税
務
課　
　

☎
（50）
1
2
4
2

小
税
務
課　

☎
（82）
1
1
1
3

山
税
務
課　

☎
（78）
2
1
1
5

栗
税
務
課　

☎
（75）
2
1
1
2

　

市
で
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

に
、
所
得
税
お
よ
び
市
県
民
税

の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め

の
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま

す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
平
成
19
年

分
の
所
得
税
お
よ
び
平
成
20
年

度
分
の
市
県
民
税
の
申
告
時
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
対
象
者

　

市
の
要
介
護
認
定
で
要
介
護

1
か
ら
要
介
護
5
の
認
定
を
受

け
た
、満
65
歳
以
上
の
人
で
す
。

（
た
だ
し
、
認
知
症
高
齢
者
と

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
が
両
方
と
も
ほ
ぼ
自
立
の
人

は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

除
き
ま
す

申
請
受
付
・
交
付
場
所

　

介
護
保
険
課
お
よ
び
各
区
健

介護保険要介護認定者に係る
障害者控除対象者認定書の交付について

康
福
祉
課

※
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受

付
窓
口
に
あ
る
ほ
か
、
香
取
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

申
請
の
受
付
日
時

　

12
月
3
日
㈪
〜
8
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
（
閉
庁
日
を

除
く
）

認
定
書
の
交
付
日

　

認
定
書
の
交
付
は
、
税
法
に

定
め
ら
れ
た
基
準
日
（
12
月
31

日
）以
降
の
交
付
と
な
る
た
め
、

1
月
4
日
か
ら
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
対
象
者
が
基
準
日
前
に

死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
基

準
日
前
で
も
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課　

☎
(50)
1
2
0
8

小
健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

税
の
減
免

　

ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け
る

な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

市
税
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
申
請
に

基
づ
き
、
市
税
の
減
免
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と

固
定
資
産
税 

償
却
資
産
の

申
告
は
1
月
31
日
㈭
ま
で
に

税

税の申告に
使用できます

権
擁
護
委
員
は
こ
の
大
切
な
権

利
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
人
権
思
想
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
と
普
及
の

た
め
懇
談
会
や
相
談
所
の
開
設

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
や
い
や
が
ら
せ
、
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
人
権
に
関
す
る
こ

と
は
気
軽
に
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
や
法
務
局
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
市
で
も
毎
月
１
回
各
区
事

務
所
で
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課　

☎
(54)
1
1
3
8

小
市
民
環
境
課
☎
(82)
1
1
1
4

山
市
民
環
境
課
☎
(78)
2
1
1
3

栗
市
民
環
境
課
☎
(75)
2
1
1
3

人
権
擁
護
委
員

小
林
さん

と
小
倉
さん

に
委
嘱
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特
山
田
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
水
郷
お
み
が
わ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

香
取
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
﹁
山
田

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
﹂
と
﹁
水
郷
お
み

が
わ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
﹂
が
、
そ
れ

ぞ
れ
11
月
3
・
4
日
に
山
田
・
小
見

川
区
事
務
所
と
そ
の
周
辺
で
開
か

れ
、
好
天
の
中
、
多
く
の
人
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
特
設
さ
れ
た
舞
台
で
は
郷

土
芸
能
な
ど
の
披
露
や
抽
選
会
が
、

立
ち
並
ん
だ
テ
ン
ト
で
は
特
産
品
の

無
料
配
布
や
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
内
で
は
特
色
の
あ
る
、
い
ろ

い
ろ
な
催
し
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
秋
の
1
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

色
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
う

OMIGAWA　　　YAMADA小見川　／　　山　田

【まちかど通信】

香
取
市
に
は
、楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
や
出
来

事
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な

ホ
ッ
ト
な
ま
ち
の
話

題
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

▲ YAMADA 星太鼓の豪快な演奏

　黒部川汚染防止対策協議会と栗山川汚染防
止対策協議会は、川の浄化を呼びかける汚染
防止啓発ポスターを流域市町の小中学生から
それぞれ募集しました。
　黒部川汚染防止啓発ポスターは373点、栗
山川汚染防止啓発ポスターは379点の応募が
あり、その中で市内から黒部川汚染防止啓発
ポスターの部で都

と

祭
まつり

凱
よし

也
や

さん（第一山倉小）
が、栗山川汚染防止啓発ポスターの部では、
林
はやし

千
ち

裕
ひろ

さん（山田中）が最優秀賞に輝きまし
た。

▲都祭凱也さんの作品

▲

林千裕さんの作品

をきれいに
最優秀賞に市内から₂人川

小見川文化祭

佐原文化祭

山田文化祭

11月₂・₃日　山田公民館

11月₁～₅日　
佐原中央公民館・佐原文化会館

11月₃・₄日　小見川区事務所
11月10・11日　山田公民館

　

文
化
の
日
を
中
心
に
佐
原
・
小
見

川
・
山
田
区
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
絵
画
や
書
道
、
写
真
な

ど
の
日
ご
ろ
の
成
果
が
一
堂
に
展
示
さ

れ
、
多
く
の
人
た
ち
が
展
示
さ
れ
た
力

作
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
原
文
化
会
館
、
山
田
公
民

館
で
は
、
音
楽
会
や
芸
能
発
表
会
な
ど

が
行
わ
れ
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ご
ろ
の
成
果
を
披
露

各
区
文
化
祭
に
ぎ
わ
う

日

▲オールディーズ「スカーフェイス」のライブ

▲ジャンボ太巻き寿司に挑戦

▲もちなげには多くの人たちが参加

▲

フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ムm

ili m
ili

に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス　

▼
新
里
芸
能
保
存
会
に
よ
る
神

楽
の
演
舞　

▼
行
列
が
で
き
る
農

産
物
無
料
配
布
コ
ー
ナ
ー

▲山田健康まつり
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読み聞かせで家族のコミュニケーション 11月₈日

焼きいもと手話で交流 11月13日
　

子
ど
も
た
ち
と
耳
の
不
自
由
な

人
と
の
﹁
や
き
い
も
交
流
会
﹂
が

佐
原
み
ど
り
幼
稚
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
、
手
話
を
交

え
た
鼓
笛
演
奏
や
お
ゆ
う
ぎ
な
ど

を
披
露
。
焼
き
い
も
を
片
手
に
日

ご
ろ
か
ら
練
習
し
て
い
る
手
話
で

の
会
話
を
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

家
族
で
参
加
す
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
が
香
取
保
育
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
﹁
絵
本
の
会
～
喜
び
が
こ
だ
ま

し
て
～
﹂
が
行
っ
た
も
の
で
、
読

み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、
読
書
の
楽

し
さ
や
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
、
意
思
の
伝
え

方
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

【郵政事業功労】

有
あり

田
た

吉
よし

信
のぶ

さん

（下飯田）

【更生保護功労】

髙
たか

橋
はし

幸
ゆき

子
こ

さん

（阿玉川）

【消防功労】

齋
さい

藤
とう

勝
かつ

治
じ

さん

（助沢）

【消防功労】

宮
みや

本
もと

清
せい

作
さく

さん

（佐原ロ）

【消防功労】

吉
よし

川
かわ

　忠
ただし

さん

（阿玉川）

【消防功労】

尾
お

形
がた

正
まさ

一
かず

さん

（新部）

瑞宝双光章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

【民生児童委員
功労者】

香
か

取
とり

昭
しょう

一
いち

さん

 （佐原イ）

　

11
月
3
日
に
平
成
19
年
度
秋

の
叙
勲
と
第
9
回
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
、
市

内
か
ら
6
人
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
に
1
人
、
県
文
化
の
日
表
彰

に
1
人
2
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

県
文
化
の
日
表
彰

︻
地
域
観
光
振
興
功
労
︼

小
野
川
と
佐
原
の
町
並
み

を
考
え
る
会

︻
農
林
水
産
功
労
︼

香
取
市
栗
源
ぶ
ど
う
組
合

秋
の
叙
勲

瑞宝単光章

【健康福祉功労】

中
なか

村
むら

福
ふく

志
し

さん

 （佐原イ）

▲ゲストチーム「CHIよREN北天魁」による豪快な舞

　佐原の町並み建物特別公開が11
月₃・₄日に開催されました。特
別公開には、県文化財の商店や旧
家など₇軒が協力。普段は内部
を公開していない建造物もあり、
見物客は昔の生活をしのぶ建物や
カラクリ戸など知恵を絞った構造
に驚きの声を上げていました。
　また、今回から新たな取り組み
として、多摩美術大学と工学院大
学の学生がお休み処と古着店の実験店舗を企画・営業。訪れた
観光客などに好評を得ていました。
　ほかにも、夜の小野川の竹灯ろうによるライトアップや小江
戸佐原の骨董市での佐原高校郷土芸能部による佐原囃子、ポプ
ラ琴の会による大正琴の演奏が行われました。

史的建物の内部などを見学
佐原の町並み建物特別公開歴

労
に
晴
れ
の
栄
誉

市
内
の
叙
勲
、
大
臣
・
知
事
表
彰

功

を舞台に舞う27チーム
おみがわYOSAKOI 2007街

▲ボランティアさんから説明を聞く見物客たち

▲お客さんにお茶を振る舞う学生

　小見川中央小学校のメ
イン会場や本町通り、駅
前通りを舞台に「おみがわ
YOSAKOI2007」が11月11
日に行われました。₄年
目を迎える今年は県内外
から、よさこいチーム27
チーム、約1,000人が参加
したほか全国大会でも有
名な「CHIよREN北

ほくてんかい

天魁」
と「REDA舞

ま い か ぐ ら

神楽」がゲ
ストとして参加しました。
　通りでは、そろいの法被
などを着た踊り手たちが、
オリジナルの曲に乗り、日
ごろ練習を重ねた華麗な踊
りを披露。道路をいっぱい
に使い元気よく踊るその姿
に、見ていた人たちからは
惜しみない拍手が送られま
した。
　メイン会場では、表彰式
が行われ、優勝したのは黒

くろ

潮
しお

美
び

遊
ゆう

（銚子市）でした。この後、参加者全員による総乱舞と花火
が行われフィナーレを飾りました。

▲ホストチームである「おみが和よさこい
会和気藹々」による躍動感のある踊り

▲小見川幼稚園の園児によるかわいらしい
演技には、大勢の保護者たちが見守る姿が

【まちかど通信】
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い
た
2
5
0
0
人
で
す
。
調
査

票
が
ご
自
宅
に
届
い
て
い
る
人

は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
は
無
記

名
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
す
べ

て
統
計
的
に
処
理
し
、
個
別
の

回
答
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
企
画
政
策
課
☎

（50）
1
2
0
6

　

12
月
定
例
市
議
会
は
、
12
月

7
日
㈮
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

　

こ
の
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
程
な
ど
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局
☎

（50）
1
2
1
7

  

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
血

液
は
、
ま
だ
人
工
的
に
造
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
血

液
は
生
き
た
細
胞
で
、
長
い
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
は
、

安
全
性
の
高
い
血
液
の
確
保
の

た
め
に
、
4
0
0
㎖
献
血
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

対
応
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
15
日
㈯

受
付
13
時
30
分　

開
演
14
時　

■
場
所　

国
保
旭
中
央
病
院
3

号
館
5
階
大
講
堂

■
演
題　
「
介
護
に
お
け
る
心

の
問
題
と
対
応
」
ケ
ア
を
受
け

る
人
と
ケ
ア
す
る
人
の
心
に
つ

い
て　

■
講
師　

精
神
科
医　

渡
辺
俊

之
先
生
（
高
崎
健
康
福
祉
大
学

教
授
）

■
入
場
料　

無
料

問
国
保
旭
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科

☎
0
4
7
9

（63）
8
1
1
1

　

一
緒
に
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

◇
12
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫　

10

時
〜
正
午　

香
取
市
民
体
育
館

◇
12
月
7
日
㈮
・
21
日
㈮　

10

時
〜
正
午　

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど（
見
学
自
由
）

申
地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田　

☎
（56）
0
7
8
4

☎
0
9
0
（
3
5
0
9
）
7
2
7
3

  

市
の
取
り
組
み
や
現
状
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
考
え
（
満
足
度
や

重
要
度
）
を
お
伺
い
し
、
市
の

取
り
組
み
の
評
価
や
今
後
の
市

政
運
営
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
「
市
民
満
足
度
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
は
、
市
内
在
住

の
満
16
歳
以
上
の
人
の
中
か

ら
無
作
為
に
選
ば
せ
て
い
た
だ

暮
ら
し
の

情
報

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

  

来
院
す
る
患
者
さ
ま
に
安
心

し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容　

外
来
患
者
さ
ま
の
受

診
の
介
助

■
時
間　

平
日
9
時
〜
12
時

■
介
助
講
習
会　

希
望
者
に
対

し
て
介
助
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

◇
日
時　

12
月
14
日
㈮　

15
時

〜
16
時
30
分

◇
場
所　

国
保
小
見
川
総
合
病

院
ロ
ビ
ー

◇
講
習
内
容　

車
椅
子
の
移

乗
・
移
送
体
験
と
介
助
、
老
人

体
験
ほ
か

問
国
保
小
見
川
総
合
病
院

☎
（82）
3
1
6
1

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業（
卒

業
見
込
も
含
む
）
以
上
の
男
女

■
募
集
人
員　

30
人

■
願
書
受
付　

平
成
20
年
1
月

15
日
㈫
〜
2
月
25
日
㈪

■
試
験
日　

平
成
20
年
2
月
27

日
㈬

■
試
験
科
目　

国
語
・
作
文
・

面
接

■
修
業
年
限　

2
年

※
修
学
資
金
制
度
が
あ
り
ま
す

申
佐
原
准
看
護
学
校

☎
（52）
2
7
4
5

　

保
護
者
の
病
気
、離
婚
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
を
、
保
護
者
に
代

わ
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
里
親

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
健
や
か
に
成
長
す
る
に
は
、

安
定
し
た
家
庭
環
境
の
中
で
、

温
か
い
愛
情
の
も
と
に
育
て
ら

れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ

里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。

問
銚
子
児
童
相
談
所

☎
0
4
7
9

（23）
0
0
7
6

　

紫
陽
花
窯
の
原
田
糸
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
親
子
で
陶
芸

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
対
象　

小
学
5
・
6
年
生
の

親
子
8
組
（
16
人
程
度
）

■
日
時　

12
月
8
日
㈯
…
成

形
、
9
日
㈰
…
け
ず
り　

22
日

㈯
…
釉
が
け
（
い
ず
れ
も
13
時

30
分
〜
）

■
場
所　

栗
源
ふ
る
さ
と
の
家

■
参
加
費　

1
人
1
0
0
0
円

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
爪
は

短
く
。
親
子
優
先
で
す
が
、
人

数
に
よ
っ
て
は
成
人
も
受
付

申
12
月
4
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
栗
教
育
課
へ

☎
（75）
2
1
1
7

　

介
護
に
お
け
る
心
の
問
題
と

募集

講座
教室

お知らせ

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

2007. December

12
月       1

 2 � 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 1� 14 15 

16 17 18 19 20 21 22

 2� 24 25 26 27 28 29

 �0 �1

【暮らしの情報】

里　

親

国
保
小
見
川
総
合
病
院

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

物
語
参
加
者

■
日
時　

12
月
11
日
㈫　

10
時

〜
11
時
45
分
・
13
時
〜
16
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

問
生
活
福
祉
課
☎

（50）
1
2
0
9

　

ふ
る
さ
と
千
葉
県
の
自
然
環

境
の
保
全
と
再
生
の
た
め
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
が
県
内
で
行
う
活
動

に
対
し
て
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
活
動　

①
自
然

環
境
の
保
全
・
再
生
、
②
体
験

的
環
境
学
習
、
③
省
資
源
・
リ

サ
イ
ク
ル

■
助
成
金
額　

対
象
経
費
の
2

分
の
1
以
内
か
50
万
円
の
い
ず

れ
か
低
い
額
を
限
度
と
し
て
助

成■
実
施
期
間　

平
成
20
年
4
月

1
日
〜
平
成
21
年
3
月
31
日

■
募
集
期
間　

12
月
3
日
㈪
〜

28
日
㈮

問
㈶
千
葉
県
環
境
財
団
環
境
再

生
基
金
チ
ー
ム

☎
0
4
3
（
2
4
6
）
2
0
9
1

HPhttp://www.ckz.jp/saisei/

  

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
で
す
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め

と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国

際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

問
千
葉
県
総
合
企
画
部
政
策
推

進
室

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2
5
4

親
子
陶
芸
教
室

国
保
旭
中
央
病
院

講
演
会

市
民
満
足
度
調
査
に

ご
協
力
を

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を

ち
ば
環
境
再
生
基
金

厚生労働省認定 一級葬祭ディレクター在籍
セレモニーきうち佐原北口ホール香取市北 2-6-7

www.ceremonykiuchi.com

見学自由

やさしいバリアフリー対応ホール

◆お葬儀に関するあらゆる疑問にお答えします◆
○見積無料（ご予算・各式場別）○
○す べ て の 宗 派 に 対 応○
○病 院 からご自宅まで 搬 送○

特典満載の

の入会をお勧めします。
※詳細はお問い合わせください。

if共済会

〈広告〉 〈広告〉 〈広告〉

　

ま
だ
、
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
の
な
い

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　

出
演
は
、
柳
家
さ
ん
八
師
匠
ほ
か
、

柳
家
三
之
助
、
春
風
亭
正
太
郎
、
伊
藤

夢
葉
（
マ
ジ
ッ
ク
）
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
日
時　

12
月
15
日
㈯　

14
時
〜
16
時

■
場
所　

よ
ろ
ず
亭（
小
見
川
駅
前
通
り
）

■
定
員　

1
0
0
人

■
入
場
料　

1
0
0
0
円

■
前
売
り
発
売　

12
月
3
日
㈪
〜

問
香
取
市
商
工
会
内
小
見
川
出
前
寄
席

実
行
委
員
会　

☎
(82)
3
3
0
7

▲柳家さん八師匠

第
15
回
小
見
川
出
前
寄
席

准
看
護
学
生

12
月
議
会
開
催

許認可取得で失敗したくないあなたへ

☎0478-82-0270 佐原観音店
☎0478（58）1711

香取市観音字下割939-1
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千
葉
萌
陽
高
等
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
で
は
、
毎
年
冬
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
へ
の
衣
類

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
収
集
期
間　

12
月
10
日
㈪
〜

21
日
㈮

■
収
集
場
所　

千
葉
萌
陽
高
等

学
校

■
支
援
物
資　

毛
布
、
寝
袋
、

コ
ー
ト
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
セ
ー

タ
ー
、
フ
リ
ー
ス
な
ど

※
洗
濯
ま
た
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

し
た
物
を
お
願
い
し
ま
す

問
千
葉
萌
陽
高
等
学
校

☎
（52）
2
9
5
9

■
日
時　

12
月
10
日
㈪　

13
時

〜
16
時

■
相
談
方
法　

臨
時
電
話
に
よ

る
電
話
相
談

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
9
0
5
5

電
話
で
申
し
込
ま
れ
た
人
は
弁

護
士
会
で
面
談
に
応
じ
ま
す

（
面
談
も
相
談
無
料
）

■
相
談
内
容　

障
害
者
・
高
齢

者
に
関
す
る
人
権
問
題
、
法
律

問
題
（
財
産
問
題
、金
銭
問
題
、

家
族
問
題
な
ど
）
全
般
で
弁
護

士
が
対
応
し
ま
す

申
面
談
希
望
者
は
、
前
日
ま
で

に
千
葉
県
弁
護
士
会
へ

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
8
4
3
1

■
日
時　

12
月
15
日
㈯　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も

問
千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

林　

☎
（55）
1
0
1
2

　

税
理
士
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
希
望
者
は
事
前
に

各
税
理
士
事
務
所
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
12
月
17
日
㈪　

佐
藤
公
彦
税

理
士
事
務
所
（
北
1
│
10
│

17
）
☎

（52）
2
5
1
1

◇
1
月
7
日
㈪　

小
倉
良
昭
税

理
士
事
務
所（
佐
原
イ
5 

1 

7
）

 

☎ 

（52） 

3 

5 

5 

7

※
現
在
、
税
理
士
や
税
理
士
法

人
に
顧
問
契
約
を
し
て
い
る
人

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

小
倉

☎
（52）
3
5
5
7

　

お
な
じ
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
ナ

ン
バ
ー
で
、
一
緒
に
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
15
日
㈯　

19
時

開
演
（
18
時
30
分
開
場
）

■
会
場　

山
田
公
民
館
ホ
ー
ル

■
出
演　

小
見
川
吹
奏
楽
団
、

山
田
中
学
校
吹
奏
楽
部

■
入
場
料　

無
料

問
山
田
公
民
館
☎

（78）
4
4
3
1

■
日
時　

12
月
15
日
㈯　

13 

時
開
場
、
13
時
30
分
開
演

■
会
場　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
視
聴
覚
室

■
参
加
費　

無
料

申
千
葉
地
方
裁
判
所
佐
原
支
部

☎
（52）
3
0
4
0

　
「
語
る
べ
ぇ
栗
源
」
の
皆
さ

ん
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙

し
ば
い
で
心
豊
か
な
ひ
と
時

を
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
も
ご
一

緒
に
。

■
対
象　

幼
児
・
小
学
1
〜
2

年
生
と
養
育
者

■
日
時　

12
月
15
日
㈯ 

10
時
〜

■
場
所　

栗
源
公
民
館
視
聴
覚

室■
参
加
費　

無
料

問
栗
教
育
課 

☎
（75）
2
1
1
7

　

今
年
も
お
笑
い
芸
人
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
、
豪
華
商
品
が
当
た

る
大
抽
選
会
、
巨
大
ツ
リ
ー
の

点
灯
式
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
！
楽
し
く
て
、
し
か
も
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
ク
リ
ス
マ
ス
。
成

田
空
港
な
ら
で
は
の
ク
リ
ス
マ

ス
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
15
日
㈯　

11
時

〜
18
時
（
予
定
）

■
場
所　

成
田
国
際
空
港
第
2

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
中
央

広
場

※
来
場
の
際
は
、
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社

（
Ｎ
Ａ
Ａ
）
地
域
共
生
部

☎
0
4
7
6

（34）
5
8
5
8

 

☎
0
4
7
6

（34）
5
3
8
5

　

困
っ
て
い
る
事
あ
り
ま
せ
ん

か
？
何
で
も
話
し
に
来
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象　

耳
の
不
自
由
な
人
の

ほ
か
、
ど
な
た
で
も

■
日
時　

12
月
16
日
㈰　

13
時

〜
15
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
参
加
費　

無
料

※
す
べ
て
を
耳
代
わ
り
の
要
約

筆
記
（
話
し
手
の
言
葉
を
要
約

し
て
書
き
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

す
）
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴

催し

【暮らしの情報】

○香取図工・美術作品展
　12月13日㈭～18日㈫     
○香取市文化協会連合会第₁回交流書道展
　12月20日㈭～23日㈯　

○ジュニアバドミントン大会
　12月₁日㈯　₉時～17時
○佐原地区バレーボール大会
　12月₂日㈰　₉時～17時
○冬季婦人バレーボール大会
　12月₉日㈰　₉時～17時

○ピアノ発表会
　12月₉日㈰   13時30分～　無料
○千葉萌陽高校
　シンセサイザーオーケストラ部定期演奏会
　12月22日㈯　13時30分～　無料
○香取市文化協会連合会発表会
　12月23日㈰　₉時30分～　無料

○えほんのじかん
　12月2日・9日・16日・23日（毎週日曜日）
　14時から　₄歳以上対象
○おはなしのじかん（幼児から大人まで）
　12月₁日㈯　14時～
　 幼児から大人まで　ボランティアグループ
“絵本の会”による昔話の語り・絵本の読
み聞かせ

○絵本の読み聞かせとかんたん工作教室
　12月9日㈰   14時～
　₃歳以上と保護者、小学生対象
◇今月の休館日は₃日㈪、10日㈪、17日㈪、
24日㈪、28日㈮～31日㈪です。

○クリスマスコンサート
　12月15日㈯　19時～

Event Schedule

佐原中央公民館 ☎(55)1151

佐原文化会館 ☎(55)1161

香取市民体育館 ☎(55)1290

佐原中央図書館 ☎(55)1343

山田公民館 ☎(78)4431

障
害
者
・
高
齢
者
の

人
権
・
法
律
1
1
0
番

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

難
民
へ
の
衣
類
支
援

税
の
無
料
相
談

建
築
無
料
相
談

本
の
読
み
聞
か
せ

中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
と
談
話
会

裁
判
員
を
体
験
し
て
み
よ
う

i
n
香
取

ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

喜
怒
愛
楽

K
A
T
O
R
I
2
0
0
7

葬　祭　業

（おみがわ聖苑隣り）
自宅葬・家族葬・ホール葬・社葬

℡ 0 4 7 8 （ 8 3 ） 4 1 9 4

香 取 ホ ー ル

〈広告〉

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事

務
所　

吉
田

☎
0
4
3
（
4
9
6
）
2
3
3
1

　

佐
原
三
菱
館
で
は
、
12
月
20

日
㈭
ま
で『
篭
谷
一
雄
作
陶
展
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

下
小
堀
在
住
の
篭
谷
一
雄
さ

ん
は
、
40
歳
で
陶
芸
を
始
め
、

52
歳
の
時
に
勤
め
て
い
た
建

築
会
社
を
退
職
、
本
格
的
な
創

作
活
動
に
入
り
ま
し
た
。
作
品

に
用
い
る
釉
も
地
元
の
岩
石
を

砕
い
て
作
る
な
ど
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
制
作
し
て
お
り
、
作
品

展
に
出
展
し
た
り
、
陶
芸
教
室

を
開
催
し
た
り
と
陶
芸
の
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
20
日
㈭
ま
で　

10
時
〜
17
時（
水
曜
日
を
除
く
）

■
場
所　

佐
原
三
菱
館

■
入
場
料　

無
料

問
佐
原
商
工
会
議
所

☎
（54）
2
2
4
4

　

福
祉
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

篭か
ご

谷た
に

一か
ず

雄お

作
陶
展

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

を
テ
ー
マ
に
、
獅
子
舞
や
和
太

鼓
と
い
っ
た
芸
能
に
「
認
知
症

の
語
り
」
な
ど
の
福
祉
を
テ
ー

マ
と
し
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
8
日
㈯　

13
時

30
分
開
演

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
定
員　

7
0
0
人
（
全
席
自

由
）

■
入
場
料　

無
料

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
じ
ょ

う
も
ん
の
郷
内　

縄
文
香
取
ま

ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

石
川
・
香
取 

☎
（70）
1
2
3
0

　

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
館
内
改
修
工
事

の
た
め
平
成
20
年
1
月
7
日
㈪
か
ら

3
月
31
日
㈪
ま
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
・
研
修
室
な
ど
の
使
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
体
育
館
お
よ
び
2
階
合
宿

室
な
ら
び
に
食
堂
は
通
常
ど
お
り
使

用
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
機
器

類
の
う
ち
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
お

よ
び
ラ
イ
フ
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

工
事
期
間
中
、
小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
利
用
可
能
で
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

問
小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

☎
（83）
0
1
0
1

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
一
部
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す



広報 82007年（平成19年）12月1日 【市民のひろば】

学
校
自
慢
小
見
川
南
小
学
校

旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

豚
薄
切
り
肉
の

キ
ャ
ベ
ツ
ロ
ー
ル

香
取
市
食
生
活
改
善
推
進
員

作
り
方

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
芯
を
薄
く
そ

ぎ
、
さ
っ
と
茹
で
水
気
を
き

る
。
豚
薄
切
り
肉
は
塩
・
こ

し
ょ
う
を
ふ
る
。
ト
マ
ト
は

ヘ
タ
を
と
り
ザ
ク
切
り
に
す

る
。

②
キ
ャ
ベ
ツ
2
枚
に
豚
肉
を

1
／
4
量
ず
つ
広
げ
て
の
せ
、

端
か
ら
巻
く
。
残
り
の
キ
ャ

ベ
ツ
も
同
様
に
巻
く
。

③
鍋
に
Ａ
を
煮
立
て
、
②
を

並
べ
中
火
で
5
～
10
分
程
煮

て
取
り
出
し
、
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
り
器
に
盛
る
。

④
煮
汁
を
煮
詰
め
て
ト
マ
ト

を
加
え
、
再
び
煮
立
っ
た
ら

水
溶
き
片
栗
粉
を
入
れ
と

ろ
み
を
つ
け
る
。
③
に
か
け
、

刻
み
パ
セ
リ
を
ふ
る
。

材料（4人分）

●キャベツ(又は白菜)… 8枚
●豚薄切り肉……… 200ｇ
●塩………………… 少々
●こしょう………… 少々
●水……………… 3カップ
●固形スープ………… 1個
●塩…………… 小さじ1/2
●こしょう………… 少々
●トマト(缶詰でも可)…2個
●片栗粉…………… 適量
●刻みパセリ……… 適量

{Ａ

休 日 の 夜 間 急 病 診 療

☎(55)1070
　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）

パ
パ 

義
久
さ
ん
／
マ
マ 

智
美
さ
ん

●
石い

し
は
ら原 

幸ゆ
き
な奈

ち
ゃ
ん(

佐
原
ロ)

パ
パ 

和
行
さ
ん
／
マ
マ 

知
子
さ
ん

●
佐さ

さ

き々木 

琉り
ゅ
う
と斗

く
ん(

津
宮)

パ
パ 

悟
さ
ん
／
マ
マ 

美
晴
さ
ん

●
米よ

ね
も
と本 

愛ま
な
か花

ち
ゃ
ん(

佐
原
イ)

お
歌
が
大
好
き
で
す
★

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
パ
ズ
ル
が
大

好
き
で
す
。

●
鈴す

ず
き木 

涼り
ょ
う
た太

く
ん(

大
戸)

パ
パ 

敏
之
さ
ん
／
マ
マ 

貴
子
さ
ん

●
坂さ

か
も
と本 

真ま

な菜
ち
ゃ
ん(

新
里)

パ
パ 

政
明
さ
ん
／
マ
マ 
雅
代
さ
ん

歌
が
大
好
き
お
て
ん
ば
娘
。

車
と
電
車
が
大
好
き
♥
で
も

じ
ぃ
じ
と
ば
ぁ
ば
は
も
っ
と
好

き
♥

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
!!
裸
足
で

お
外
で
遊
ぶ
元
気
娘
だ
よ
。

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

関東・全国駅伝へ襷
たすき

をつなぐ

　

第
22
回
千
葉
県
中
学
校
女

子
駅
伝
大
会
が
11
月
8
日
㈭
、

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
小
見
川
中
学

校
女
子
チ
ー
ム
が
昨
年
に
続

い
て
2
年
連
続
4
回
目
の
優

勝
を
飾
り
、
関
東
大
会(

12
月

2
日
㈰
千
葉
市)

と
全
国
大

会(

12
月
15
日
㈯
山
口
県
山
口

市)

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
ア
ン
カ
ー
勝
負

に
も
つ
れ
こ
み
、
山
中
選
手
が

松
戸
一
中
を
2
秒
差
で
か
わ
す

と
い
う
劇
的
な
展
開
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
1
区
鈴
木
選
手

と
5
区
山
中
選
手
が
区
間
賞
を

獲
得
す
る
走
り
を
見
せ
、
優
勝

に
大
き
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

▲前列左から　鈴木菜見子(₁区・₃年）、山

口茜(₂区・₁年）、木田奈苗(₃区・₃年）、

髙岡早紀(₄区・₁年）、山中舞子(₅区・₃年）

後列左から　長田聡（顧問）、寺下祥子(₃年）、

雜賀未
み

侑
ゆう

(₁年）、岩瀬ちづる(₂年） （敬省略）

▲₁区区間賞の走りを見せ
る鈴木選手

　

最
近
の
取
材
で
保
育
園
や
幼
稚

園
に
行
く
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
カ
メ
ラ
マ

ン
の
お
ね
〜
さ
ん
！
」
と
言
っ
て

か
わ
い
い
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
取
材
を
し
て
い
く
中
で
驚

い
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
よ
り
も
小
さ
な
お
友
達
の
イ
ス

運
び
を
手
伝
っ
て
あ
げ
た
り
、
お

昼
ご
は
ん
を
配
膳
し
て
あ
げ
た
り

と
、
親
切
に
面
倒
を
み
て
あ
げ
て

い
る
こ
と
で
す
。
素
直
な
や
さ
し

さ
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

各
地
で
子
ど
も
が
巻
き
こ
ま
れ

る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
無
邪
気
な
笑
顔
を

奪
う
よ
う
な
事
件
が
一
刻
も
早
く

な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
そ
ろ
そ
ろ
微
妙
な
お

年
頃
の
私
は
「
お
ね
え
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
、
な
ぜ
か
う
れ
し
く
な
る

の
で
し
た
… 

（
Y
）

　

私
た
ち
の
小
見
川
南
小
学

校
は
、
縄
文
時
代
か
ら
人
が

住
ん
で
い
た
小
見
川
地
区
の

「
長

ち
ょ
う

薙な
ぎ

台だ
い

」
と
い
う
高
台
に
あ

り
ま
す
。
良
文
小
学
校
と
い

う
名
前
の
頃
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
こ
の
学
校
で
勉
強
し

て
き
て
、
今
年
度
は
、
創
立

百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
の
全
校
児
童
は
、
五
十
七
名
で
す
。
他
の
学
校
と
比
べ

る
と
人
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、「
い
つ
も
真
剣
、
本
気
で
取
り

組
む
。」
と
い
う
校
訓
の
も
と
、
何
に
で
も
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
掃
除
の
時

間
は
、
上
学
年
が
下
学
年
の

面
倒
を
見
な
が
ら
全
校
で
協

力
し
て
、
学
校
を
き
れ
い
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
の
鼓
笛
練

習
に
は
、
三
年
生
か
ら
参
加
し
、
自
分
の
楽
器
を
一
生
懸
命
に

練
習
し
ま
す
。
運
動
会
に
は
、
一
、二
年
生
の
ポ
ン
ポ
ン
隊
を

加
え
て
、
全
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演
奏
を
し
ま
す
。
地
区

の
皆
さ
ん
が
、毎
年
「
上
手
だ
ね
。」
と
ほ
め
て
く
だ
さ
る
の
で
、

ま
た
来
年
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

音
楽
だ
け
で
な
く
、
運
動
も
全
員
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
四
年

生
か
ら
参
加
す
る
運
動
部
で
は
、陸
上
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
駅
伝
の
練
習
を
し
ま
す
。
辛
く
て
、
も
う
い
や
だ
な
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。近
年
ミ
ニ
バ
ス
の
大
会
で
は
、

上
位
進
出
な
ど
の
成
果
も
出
て
い
ま
す
。
大
会
で
、
い
い
結
果

が
出
せ
る
と
、
今
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
う
し
て
が
ん
ば
れ
る
の
は
、
一
緒
に
練
習
し
て

い
る
仲
間
や
先
生
方
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
下
学
年
に
心
か

ら
応
援
し
て
も
ら
っ
た
り
、
家
族
や
地
域
の
方
々
に
励
ま
し
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の

温
か
さ
が
あ
ふ
れ
る
こ
の

南
地
区
に
住
ん
で
い
る
私

た
ち
は
、
と
て
も
幸
せ
者

だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
温
か
さ
に
支
え
ら
れ
が
ん
ば
る
南
っ
子

₆年
永
なが

栁
やなぎ

美
み

佳
か

さん・金
かな

澤
ざわ

綾
あや

乃
の

さん・
人
ひと

見
み

有
ゆ

紀
き

さん

▲協力して掃除をす
る上学年と下学年

▲駅伝大会に向け一
生懸命練習する児童


